ＰＡＳＣＡＬの定理　（図を先ずしっかり描く事）
　円周上の6点を、Ａ₁，Ａ₂，Ａ₃，Ｂ₁，Ｂ₂，Ｂ₃とすると、直線Ａ₁Ｂ₂ と
 Ａ₂Ｂ₁、直線Ａ₁Ｂ₃とＡ₃Ｂ₁、直線Ａ₂Ｂ₃とＡ₃Ｂ₂のそれぞれの交点Ｐ，Ｑ，Ｒは1直線上にある。

　　（描き方：　円周の上側に左からＡ₁，Ａ₂，Ａ₃、下側に左からＢ₁，Ｂ₂，Ｂ₃を、とる。そして、たすきにＰ，Ｑ，Ｒをとる。）

証明　（見通し）共線定理（メネラウスの定理とその逆）が活きそうである。
直線Ａ₁Ｂ₂とＡ₂Ｂ₃ 、直線Ａ₁Ｂ₂とＡ₃Ｂ₁、直線Ａ₂Ｂ₃とＡ₃Ｂ₁の交点をそれぞれＫ，Ｌ，Ｍとする。⊿ＫＬＭの各辺および延長上にＰ，Ｑ，Ｒがあるから、
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…①

を証明すれば、⊿ＫＬＭに関するメネラウスの定理の逆よりＰ，Ｑ，Ｒは1直線上にあることが言える。そこで、①を示す。メネラウスの定理を使えば、

⊿ＫＬＭと直線Ａ₂ＰＢ₁では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…②
⊿ＫＬＭと直線Ａ₁ＱＢ₃では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…③
⊿ＫＬＭと直線Ｂ₂ＲＡ₃では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…④
②×③×④より、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…⑤
ところで、方べきの定理より、

　ＫＡ₁・ＫＢ₂＝

ＬＡ₃・ＬＢ₁＝
ＭＡ₂・ＭＢ₃＝

これをもとに⑤を約分して

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…①

を得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）
